
【令和６年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都中学校道徳教育研究会】 

Ⅰ 東京都中学校道徳教育研究会の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ  研究主題設定の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東京都内公立中学校の教員で構成し、中学校道徳教育の研究とそ

の実践を進め、その取組内容を内外に発信することを目的とする。 

 道徳教育の研修及び研究の充実を図り、教師一人一人の道徳教育に

対する認識と指導力の向上に努め、会員相互の連絡・親睦を深めること

などを目標に、研究会の開催と参加、教育資料の収集と交換、内外の

道徳教育の研究・調査、道徳教育実践の成果の発表などの事業に取り

組んでいる。 

 本会は、研究部、広報部、庶務部、会計部の４部で構成する。 

令和５年度は、道徳教育と行事との関連を図る工夫や ICT を活用し

た学習評価について研究してきた。また、一つの教材を複数の主題で授

業を構成するという試みも行った。授業における教師の発問に対し、生

徒が主体的に考え、意見を共有し、更に問い返し等によって改めて考え

を見つめ直すといった一連のプロセスには、「個別最適な学び」と「協働

的な学び」が含まれていることも分かった。一方、アンケート調査から

は、生徒の実態を踏まえたものではなく、各社が作成した学習指導過

程、発問で授業を構築している教員が多くなっていることも明らかになっ

た。評価についても、評価文例作成ソフトに頼った評価することが当たり

前になってきている学校が増加傾向にあり、課題として挙げられた。 

そこで今年度は、道徳科の目標そのものをテーマとし、それを達成す

るための指導の工夫を研究するとともに、改訂された教科書の教材分

析も含めて研究をしていこうと考え、本テーマを設定した。 

Ⅲ 主な年間の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 全国大会での発表 

研究主題 人間としての生き方について考えを深める道徳科の指導の工夫 

１ 定期総会・研修会 

令和６年６月 20 日(木) 会場 杉並区立高円寺学園 

（対面・同時 Web 配信） 

（総  会）前年度活動の報告、本年度活動計画の承認など 

  （研修会）講師 国立教育政策研究所教育課程調査官 

井上 結香子 氏 

演題 「道徳教育の充実に向けて」 
 

２ 部員総会・研修会（年２回 ①令和６年８月、②令和７年１月） 

 (1) 第１回 令和６年８月 22 日(木) 会場 セシオン杉並 

（部員総会）各部からの活動経過の報告、今後の活動予定など 

  （研 修 会） 全国大会及び関東甲信越大会に向けてのプレ発表 

        講師 全中道研及び都中道研顧問 

永林 基伸 氏   

演題 「持続可能な全中道研・関中道研を目指して」 

(2) 第２回 令和７年１月 17 日(金) 会場 セシオン杉並 

（部員総会）各部からの活動経過の報告、今後の活動予定など 

（研 修 会）  全国大会及び関東甲信越大会の発表報告 

         講師 東京都教職員研修センター研究部 授業力向上課 

教師道場教授 森岡 耕平 氏  
 

３ 第５４回東京都中学校道徳教育研究会研究発表大会 

令和７年２月５日(水)  会場 杉並区立天沼中学校 

（対面・同時 Web 配信）         
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Ⅳ 研究・活動内容 

 

 

 

＜連絡先＞ 

団体名 東京都中学校道徳教育研究会 

代表者 

所属 江東区立有明中学校 

職 氏名 校長 月田 行俊 

連絡先 ０３－３５２７－８２６１ 

事務局 

所属 調布市立神代中学校 

職 氏名 校長 生野 まゆみ 

連絡先 ０４２-４８２－０１７１ 

 

 

(1) 全国大会・関東大会における発表について 

 (於)神奈川県川崎市立渡田中学校・川崎市立川崎高等学校附属中学校 

(開 催 日) 令和６年 1１月 21 日(木) ～22 日（金）  

(大 会 名) 第 58 回全日本中学校道徳教育研究大会神奈川大会 

第 53 回関東甲信越中学校道徳教育研究大会神奈川大会 

(大会主題) 「自他を大切にする心を育む道徳教育の充実〜学びのつなが 

りを感じ、自己の考えを深められる授業づくりを通して〜」 

(発 表 者) 世田谷区立桜丘中学校 大谷 秋音 教諭 

 ・公開授業及び講師による指導講評・講話 

講師 国立教育政策研究所教育課程調査官 

          井上 結香子 氏 

４ 研究部会（定例会） 

 第１回 令和６年４月 13 日(土) 以後毎月１回開催(全１１回) 

 主に土曜日（14：00～17：00）（対面・Web 配信） 

会場 杉並区立天沼中学校 

・ 前期 全国大会・関東甲信越大会での研究発表に向けた協議 

様々な教材についての分析と実践報告 

・ 後期 研究発表会及び公開授業に向けての取組 

       公開授業の方針・題材・授業者の選定 

２グループに分かれた指導案の検討 

５ 調査活動 

 ・都内全公立中学校を対象とした道徳教育の推進に係るアンケート調査

を実施 (令和６年 12 月実施・令和７年１月集計・令和７年２月公表) 

 

(発表内容)「学習評価を活用した道徳科の指導の工夫～三色振り返りを活用 

した授業改善～」を研究主題として実践した。昨年度は、学級担 

任としてタブレットやアプリなどのＩＣＴを活用し、考えを深め、評価 

に生かせるような授業実践を行ったが、それを踏まえてローテー 

ション授業となった今年度の体制で、授業改善からの視点で研究 

し、その成果と課題について発表した。 

(2) 研究発表大会の公開授業について   (於)杉並区立天沼中学校  

２つの自作教材を活用し、「人間としての生き方について考えを深める

道徳科の指導の工夫」を目指した授業を行う。 

６名の研究部員が、内容項目、指導方法などを検討し、多様な授業の

展開を図るといった取組を行う。そのため、会場校の年間指導計画には位

置付けずに実施する。教材は一部の教科書に掲載されているが、今回扱

う教材は、著者の原点によるもので実践する。 

教材 「偽りのバイオリン」 「ゴリラの真似をした彼女を好きになった」 


